
知的財産活用のポイント
ユーザーの悩みを解決することが
ビジネスであると同時に貢献に
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「うちに来店されるお客さまの中には、病気の悩みをお話し
される方も多いんです。誰かに話を聞いてもらいたい、とい
う気持ちがあるんですね」

榊社長は、商品を販売するだけでなく、来訪者の心のケア
も念頭に置いている。それだけに、「ウィッグやつけまゆげを
身に付けたら、外出するのが楽しくなった」。そうした反響を

聞くことが何よりうれしいという。ユーザーが切実に求める
ものをオリジナル商品として考案・開発し、権利化して販売
する。それによって多くの人の悩みを解決し、会社の売上げ
も伸ばす。そうした流れの中には、やりがいに満ちたビジネ
スの循環があるのではないだろうか。

昭和 52年、現社長の父により創業。服飾・ファッション雑貨など装粧品の製造・卸売
りを手掛ける。2000 年頃より、頭部を締め付けないヘアアクセサリーのカチューシャを
開発、特許権を取得。現在の主軸商品は、男女用ウィッグ（かつら）。2006 年、人毛を
利用した「つけまゆげ」により特許査定を受領、抗がん剤の副作用で眉毛を失った人など
のために販売を開始。
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自然に見える「つけまゆげ」を開発、患者の悩みに応え、日本の医療に貢献
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事業内容

特許登録番号と内容　
特許公開2006-214066 つけ眉毛の製造方法及びつけ眉毛
登録実用新案第3109438号 つけ眉毛

「つけまゆげ」のチラシ。一本一本の人毛を、
自然に見えるように職人によって手植えして
いる。1セット1万 5,750 円

長時間、装着しても頭を締め付けないカチューシャ。
肌に触れるサイドキャップの部分に発泡ゴムを使用
している
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　日本橋馬喰町にある株式会社カトリの店舗には、ウィ

ッグやカチューシャなどのヘアアクセサリーがずらりと

並ぶ。同社は、創業以来、ファッション雑貨などの装粧

品を扱ってきた。現在、売り上げの半分を占めるのは男

性・女性用のウィッグ、その他がカチューシャ・ピアス

などのアクセサリー類である。商品の大半は全国の問

屋を通じて卸売りされている。

　注目すべきは、3 年前から同社が販売している「つけ

まゆげ」。これは、抗がん剤の副作用やストレスによる

脱毛症で眉毛を失った人のために、医療目的で開発さ

れた。「つけまゆげ」は1セット1 万 5,750 円、1,200

～ 1,500 本の人毛を職人の手で自然の眉毛のフォルム

に合わせて植毛したもので、裏に接着剤を付けて皮膚

の上に装着する。この商品のアイデアは、ウィッグ販売

の途上で生まれたものだ。

「ウィッグを購入するお客さまから、『眉毛は扱ってい

ないんですか？』という問い合わせが頻繁にあったんで

す。眉毛は顔のアクセント、見た目の印象を大きく左右

します。眉毛・頭髪の脱毛によって家にこもりがちにな

ってしまうという方も多く、男性の営業職の方などはさ

らに悩みが切実です。ご要望が多いなら作ってみよう、

そう思ったのです」

　榊一英代表取締役は語る。同社は、「つけまゆげ」の

開発では試行錯誤を重ねた。そして、特許権の申請を

社長自ら行ったためにそこでも苦労を体験した。現在で

は全国 800 か所の病院で紹介している。

　2005 年、「つけまゆげ」の特許を申請するために、

榊社長は東京都知的財産総合センター（以下、知財セ

ンター）に足を運んだ。それまでいくつか特許出願の

機会はあったが、いつも弁理士に任せており、自らの手

で出願するのは初めてだ。

　知財センターの相談員からまずアドバイスされたの

は、先行特許調査をすることと、特許明細書を理解す

ること。先行特許調査では、特許庁の閲覧室に何度も

通った。申請したい特許の内容と同じもの・類似のもの

が事前に出ていないかどうかチェックするためだ。

「幸い、類似のものは出ていませんでした。それから

は、特許明細書を書くための情報収集です。製造方法

の表記など、参考になりそうなものを片っ端からコピー

してもらいました」

　申請済みの特許明細書を何百枚も見ているうちに、

少しずつコツがつかめてきた。それから、いよいよ「つ

けまゆげ」の明細書作りだ。

「でも、実はそこからが難航しました。明細書を書いて

は相談員に見てもらっていたのですが、ダメ出しを何度

も受けたんですね」

　理由は、「文章が情緒的だ」など、表記の問題。たび

重なる書き直しにもリタイアしなかったのは、当初から

担当してくれた知財センター相談員の励ましもあったか

らだ。相談を重ねること10 数回、ついに 2006 年、社

長は「つけまゆげ」の特許査定を受領することができ

た。

　その過程を振り返り、榊社長は、「知財センターのア

ドバイスがなければとても無理だった」と語る。しかし、

申請側になんとかしたいという意欲があれば、必ず成

就できる、とも。

「知財センターの相談員は、実社会での勤務経験の長

いプロ揃いです。申請が初めての者でも、情熱さえ伝

われば、上手に方法を引き出してもらえると思います」

　同社が商品開発で重視しているのは、「オリジナリテ

ィー」だ。たとえば、10 年前、カチューシャを開発し

たときのこと。カチューシャは、ヘアバンドのように前

髪を抑える、若い女性に人気のあるヘアアクセサリーだ

医療目的で
「付け眉毛」を考案

知財を申請する情熱さえあれば
方法はアドバイスしてもらえる

商品のオリジナリティーによって
“侵害”をガード

が、長時間使用していると頭が締め付けられて痛くなる

ことに社長は着目した。ティーン向け雑誌で 500 人以

上に呼び掛け、モニターとして意見を聞いたが、痛みを

感じなかったのはわずか 1 人だった。同社は、これら

の声を受けて両サイドにキャップをつけた商品を研究・

開発する。キャップにはウレタン内に気泡が入った発泡

ゴムを使用、装着感がソフトになり、ユーザーの好評を

呼んだ。このカチューシャは現在も同社の売り上げの 2

割を形成している。

「このキャップの製法でも特許を取りましたが、これは

日本でも3 社くらいにしか作れないんです。ファッショ

ン雑貨はとりわけ類似品が生まれやすい。うちはオリジ

ナリティーで勝負しようと考えています」　


